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今
年
も
「
畠
の
衛
生
週
間
」
が
六
月
四
日

か
ら
十
日
ま
で
の
一
週
間
実
花
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
畠
の
健
康
に
つ
い
て
考
、え
ま
し

ト
也
、

q
F
O

む
し
・
歯
は
、
歯
か
ら
畠
へ
感
染
す
る
感
染

症
で
、
歯
が
生
、
え
て
か
ら
一

1
二
年
の
問
に

感
染
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

特
に
子
ど
も
の
畠
は
、
生
、
え
か
わ
る
か
ら

と
言
っ
て
、
む
し
畠
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

「
か
む
」
力
が
弱
く
な
り
、
健
康
を
害
す
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

む
し
歯
や
歯
槽
膿
漏
の
予
防
の
た
め
、
飲

食
後
の
正
し
い
畠
ロ
清
掃
(
畠
み
が
き
・
ロ

す
す
ぎ
)
や
砂
糖
分
の
制
限
を
し
、
よ
い
品

質
を
つ
く
る
よ
う
習
慣
づ
く
り
を
推
進
し
ま

't】ト
・
晶
、

q
F
O

む
し
畠
は
、
早
期
発
見
、
平
由
明
治
寒
で
す
。

歯
の
一
本
一
本
を
大
切
に
|
|
O
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郷土を育て、住みよい町づくりをめざす

喜びの新町議16人誕生

わつよし報広

任
期
満
了
に
伴
う
本
町
の
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
四
月
二
十

六
日
、
町
内
四
力
所
に
投
票
所
が
設
置
さ
れ
、
午
前
七
時
か
ら

一
斉
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
票
は
、
即
日
開
票
で
午
後

七
時
か
ら
押
原
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
九
時
四
十
五
分
頃

に
は
確
定
し
、
新
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

定
員
十
六
名
に
対
し
て
、
十
八
名
が
立
候
補
、
小
数
激
戦
と

身
近
な
選
挙
と
あ
っ
て
、
投
票
率
は
九

0
・
七
九
パ
ー
セ
ン
ト

と
非
常
に
高
い
率
と
な
り
ま
し
た
。

翌
日
、
当
選
し
た
各
議
員
さ
ん
に
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

の
井
口
威
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
が
、
激
し

い
選
挙
戦
が
行
わ
れ
た
後
だ
け
に
、
乙
の
日
の
当
選
証
書
を
手

に
し
た
各
議
員
さ
ん
は
、
喜
び
と
共
に
、
今
後
住
民
代
表
と
云

う
立
場
に
お
け
る
使
命
を
果
す
べ
く
決
意
の
ほ
ど
が
う
か
が
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
五
月
八
日
か
ら
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
正

副
議
長
の
選
出
、
各
常
任
委
員
を
決
め
て
、
新
し
い
構
成
に
よ

る

町

議

会

が

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

ヘ

敬

称

略

)

企感激も新たに、新しい町政のスタート

一当選証書付与式で一

V
総
務
常
任
委
員
会

委

員

長

副
委
員
長

委

員

深野石長小
沢沢原沢宮

山
正国文
淳典夫雄幹

三神善章氏石原因夫氏

V
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

V
産
業
土
木
常
任
委
員
会

委

員

長

副
委
員
長

委

員

今長今小磯
沢田福池部

委

員

長

副
委
員
長

委

員

清精正譲健
文一次二児

/ノ

鷹佐小山細
野野林下回

// 

氏小宮山氏i尺長氏ん守ミ石氏;尺里子氏i尺J符P
J本

佳俊徳
幸伝彦次回

V
水
源
対
策
特
別
委
員
会

委

員

長

副
委
員
長

委

員

防

委

員

長

沢

文

雄

野

沢

正

典

議
会
議
員
全
員

三

神

善

章

磯

部

団

山

下

譲

二

長

田

伝

V
監

査

委

員

佐

野

精

一

i

v
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
員

司

~

三

神

善

章

磯

部

団

V
中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
議
員

三

神

善

章

石

原

国

夫

V 
消

氏磯

候

補

者

別

票

数

午
後
9
時
叫
分
確
定
昭
和
町
選
挙
区

氏;也、・・
・
6'
 

有効 投票数
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イ畏

効
フE3百て
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(
お
才
)

地

域

の

人

た

ち

と

す

る

機

会

を

数
多
く
も
ち
、
地
域
の
要
望
、
意
見
を

参
考
に
豊
か
な
地
域
環
境
c

つ
く
り
を
推

進
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
お
も
い
や
り

の
心
と
血
の
か
よ
う
福
祉
の
町
実
現
の

た
め
に
努
力
し
て
欲
し
い
。

保
育
園
の片隅ポ

わ-つよし報広

着
実
な
計

( 3 )昭和 62年 6月 1日発行

子

(
m
w
才
)

二
十

一

世

紀

に

、

町

政

も

社

会
変
化
に
即
応
し
た
住
み
よ
い
町
ず
つ
く

り
を
行
い
、
売
上
税
ひ
と
つ
に
見
て
も
、

税
の
事
、
福
祉
の
事
等
の
各
分
野
で
将

来
を
見
通
し
た
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
、
着
実
な
計
画
を
も
っ
て
、

一
般
住

民
に
も
分
り
易
く
、
納
得
出
来
る
様
な

町
政
を
期
待
し
ま
す
。

(
お
才
)

長
期
に
わ
た
り
、
安
全
運
動
事
故
防

止
対
策
を
進
め
ら
れ
て
来
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
依
然
と
し
て
事
故
増
加
傾
向

に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
西
条
二
区
か

ら
通
学
す
る
児
童
は
、
二
か
所
の
主
要

道
路
を
使
用
す
る
た
め
歩
道
橋
な
ど
の

安
全
対
策
を
早
期
に
お
願
い
し
ま
す
。

(
担
才
)

子
供
を
も
っ
て
み
て
楽
し
く
安
全

な
遊
び
場
の
少
な
い
事
に
初
め
て
気
づ

き
ま
し
た
。
河
東
中
島
に
も
遊
園
地
は

あ
り
ま
す
が
、
遊
具
等
が
大
分
痛
ん
で

い
ま
す
。
各
地
区
に
子
供
が
喜
ん
で
集

ま
る
遊
園
地
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
(
必
才
〉

母
親
と
し
て
、
子
供
の
物
質
化
傾
向

に
あ
る
現
状
、
せ
め
て
、
保
育
園
に
い

る
聞
は
保
母
の
行
き
届
い
た
保
育
を
望

み
ま
す
。
保
母
の
待
遇
と
言
う
点
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
供
の
教
育
等
を
真
剣
に
考
え
て
頂
き
、

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

道
路
、
下
水
西

&田

(

勾

才

〉

豊
か
な
財
政
に
な
り
、
乙
と
幾
年
か

町
の
生
活
環
境
は
大
き
く
変
貌
し
て
い

ま
す
。
恵
ま
れ
た
財
源
を
町
の
交
通
手

段
の
唯
一
の
媒
体
と
で
も
言
う
べ
き
道

路
の
整
備
や
、
住
み
よ
い
美
し
い
町
、つ

く
り
の
た
め
、
下
水
道
の
普
及
等
の
問

題
を
適
切
な
解
決
を
お
願
い
し
ま
す
。

技葉区名
男女 投票当日

投票者数 投票率
棄権
棄権率

月IJ
宣l車，章24弘4 人

者数

男
人
92，04 9- 99 人 7.969 日昼

第一投票区 1， 145 
女 1， 243 1. 188 95. 58 55 4. 42 

L公団官講堂D 計 2.487 2，333 93.81 154 6. 19 

第二投票区 男 1， 236 1. 097 88. 75 139 11. 25 

(西条二区 女 1，278 1. 190 93. 11 88 6. 89 
Ii¥、メz』z三当邑'ノ
5十 2，514 2，287 90.97 227 9.03 

第三投票区 男 996 854 85.74 142 14. 26 

ιt河東 女 979 部9 90.81 90 9. 19 
ノi、Aメ~文丘A三令d、
言十 1， 975 1，743 88. 25 232 11. 75 

第匹股票区 男 356 299 83. 99 57 16.01 

(清7同公庁居室豆 女 365 326 89. 32 39 10.68 

計 721 625 86.69 96 13. 31 

男 3， 832 3，395 88.60 437 11. 40 

合計 女 3，865 3. 593 92.96 272 7. 04 

計 7， 697 6.988 90. 79 709 9.21 

昭和町選挙笥里委員会

新
一U
い
農
議
饗
員
が
一決
一棟
。
出
熱
心
一建
一

任
期
満
了
に
伴
う
、
昭
和
町
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
は
、
五
月
五
日
に
告
示

さ
れ
、
同
日
次
の
十

一
名
が
無
投
票
当

選
と
な
り
ま
し
た
喝
な
お
、
議
会
か
ら

推
薦
さ
れ
た
学
識
経
験
者
三
名
、
農
業

協
同
組
合
及
び
農
業
共
済
組
合
か
ら
推

薦
さ
れ
た
理
事
各

一
人
も
そ
れ
ぞ
れ
決

ま
り
ま
し
た
。

叫

(
敬
称
略
)

。
は
会
長

O
は
副
会
長

マ
昭
和
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
に
よ

る
当
選
者
(
届
出
順
に
よ
る
)

〈

氏

名

〉

〈

住

所

〉

〈

年

齢

〉

雨

宮

勝

河

東

中

島

五

十

六

O
清
水

忠

造

河

西

五

十

。

秋

山

高

儀

清

水

新

居

五

十

八

雨

宮

昭

二

西

条

新

田

五

十

八

名

執

宗

行

飯

喰

五

十

六

笠

井

敏

之

西

条

二

区

四

十

七

企農政の諸問題に活躍が期待される新農業委員

のみなさん 一大会議室で当選証書付与式

堀
之
内

一
郎

西

条

一
区

五

味

政

紙

漉

阿

原

三

神

輝

雄

押

越

内

藤

武

築

地

新

居

金

丸

英

一

上

河

東

マ
議
会
推
薦
委
員

三

井

浩

西

条

一
区

O
清

水

森

重

押

越

石

原

国

夫

河

西

マ
農
業
協
同
組
合
推
薦
委
員

井

口

等

西

条

二

区

マ
農
業
共
済
組
合
推
薦
委
員

小

池

徳

次

紙

漉

阿

原

農
耕
-
用
等
の
許
可
申
請

議
議
一
締
切

り

は

毎

月

十

す

農
地
等
の
許
可
申
請
の
手
続
き
は
、

毎
月
十
日
締
切
り
で
す
。
た
だ
し
、
市

街
化
区
域
内
の
届
出
書
の
手
続
き
は
随

時
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
脅
同
ま
で

五
十
二

五
十
六

五
十
五

五
十
七

五
十
六

五六五
十十十
四 一 七

七
十
五

五
十
八



昭和62年 6月 1日発行 (4) 
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。大舞台で伸び伸びプレーO

中
巨
摩
少
年
野
球
大
会

惜
し
く
も
準
優
勝
;

第
八
回
山
日

Y
B
S
旗
争
奪
春
季
中
巨
摩
少
年
野
球
大
会
が
、

三
月
二
九
日
か
ら
五
日
間
に
わ
た
り
、
本
町
の
釜
無
工
業
団
地
グ

ラ
ン
ド
で
激
戦
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
、
熱
戦
、
接
戦
が
続
く
中
、

昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
見
事
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
郡
下
二
十
チ

l
ム
の
強
豪
が
参
加
し
、
シ
ー
ズ
ン

の
開
幕
を
告
げ
る
試
合
と
あ
っ
て
か
、
チ
ビ
っ
子
球
児
た
ち
は
、

冬
の
間
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
ハ
ッ
ス
ル
ー
ー
。
グ
ラ
ン

ド
K
入
っ
て
い
く
ス
ポ
少
球
児
の
さ
わ
や
か
な
姿
が
印
象
的
で
、

大
き
な
舞
台
で
伸
び
伸
び
と
プ
レ
ー
を
展
開
し
、
「
僕
も
将
来
は

甲
子
園
の
マ
ウ
ン
ド
に
立
ち
た
い
」
と
夢
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

決
勝
で
惜
し
く
も
「
竜
西
チ
ー
ム
」
に
敗
れ
た
も
の
の
「
も
う

一
度
、
戦
力
を
整
え
て
今
度
乙
そ
郡
内
一
を
目
指
し
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

V
1
回
戦

V
2
回
戦

V
準
々
決
勝

竜

南

一

9

玉
穂
一
2

北

星

一

9

昭

和

一

日

昭

和

一

叩

昭

和

一

m

v準
決
勝

(
五
回
コ
ー
ル
ド
)
V
決

勝

昭

和

5
3
0
2
3一
日

竜

西

4
3
0
0
0
3
0一叩

飯

野

3
0
0
0
♀
3

昭

和

0
1
0
1
1
1
0
一4

企打線につながりがあり、竜南のピ ‘ソ

チヤーの速球も捕らえ、力強い打撃

で先制した (昭和=竜南)
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役
に
立
つ
手
の
運
動

「
手
芸
教
室
L

を
開
催

本
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
「
手
作
り
で
、
ボ
ケ
予
防

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
を
テ

l
マ
に
、
四
月
三
十
日
、
総
合
会

館
和
室
で
「
く
わ
の
実
会
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ

る
、
お
年
寄
り
の
た
め
の
手
芸
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

と
の
教
室
は
、
「
手
先
を
使
っ
て
、
脳
の
働
き
を
よ
く
し
、

楽
し
み
な
が
ら
や
る
意
欲
と
気
力
を
起
さ
せ
る
」
乙
と
を
目
的

に
、
今
年

一
月
か
ら
温
泉
パ
ス
の
運
行
日
を
利
用
し
、
月
末
の

木
曜
日
、
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
聞
か
れ
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
は
、
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
く
、
約
二
十

名
程
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
熱
心
に
手
先
を
動
か
し
「
六
角
箱
」

「
妻
ょ
う
じ
立
て
」
「
し
お
り
人
形
」
な
ど
の
作
品
を
つ
ぎ
つ

ぎ
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

会
で
は
、
乙
の
手
芸
教
室
に
多
く
の
皆
様
の
参
加
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
奉
仕
者
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

企細かい作業も『くわの実会』の指導

であっと言う聞に完成。次回の 6月
は「ブローチ製作Jに挑戦/

企手作りの力作ぞろ

い。難しい作品も

数多く仕上げまし

Tこ。

ー
作
り
親
子
で
挑
戦

で分
申
告内なか

ち
ゃ
た
ご

供
な
子

企 一生懸命に調理する

⑬ 

厚
生
福
祉
課
で
は
、
三
月
二
十
七
日
、
総
合
会
館

保
健
セ
ン
タ
ー
で
親
子
料
理
教
室
を
聞
き
、
び
っ
く

り
カ
レ
ー
や
ト
マ
ト
カ
ッ
フ
、
つ
く
り
な
ど
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

町
内
の
小
学
生
と
お
母
さ
ん
た
ち
約
三
十
組
の
四

十
人
が
参
加
し
、
栄
養
改
善
推
進
員
の
方
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
食
事
を
作
る
楽
し
さ
、
食
べ
る
乙
と

の
喜
び
、
食
べ
も
の
の
大
切
さ
を
学
び
、
メ
ニ
ュ
ー

に
も
工
夫
を
凝
ら
し
調
理
し
ま
し
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
子
供
た
ち
は
、
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
に
ご
き
げ
ん
で
、

ま
た
、
お
母
さ
ん
の
中
に
は
、
「
親
子
で
初
め
て
や

り
ま
し
た
」
と
喜
ぶ
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
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昭
和
温
泉
《
総
合
会
館
温
泉
》

ω
即

日

目

υれパ
γ
H
H
1日
京
日
付
日

ιUHur町
一

h
z
t
'
J
R
T主ミ

3
a
a
)
k
f
E
斜
さ
れ
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
き
た
化
石
水
と
れ
の
中
で
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
球
い

阿
川
勝
E
F

耐
H

参
列
相
F
E
r
n
と
お
姐
E刻

Q
盛
干
取
t

最
い
っ
て
良
い
よ
う
な
、
や
や
黄
味
を
帯
の
ド
ラ
マ
の
中
で
熟
成
さ
れ
形
成
さ
れ

W

ー

び

た

深

層
熱
水
が
地
表
に
吹
出
す
様
を
で
き
た
温
泉
な
の
で
す
。
一
つ
一
つ
の
・

見
た
時
は
、
神
が
作
ら
れ
た
神
秘
的
な
温
泉
は
、
化
学
成
分
、
温
度
、
温
泉
環
い

霊
泉
の
よ
う
な
感
さ
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
境
等
微
妙
に
異
な
り
そ
れ
ぞ
れ
、
独
特
ぬ

た
。
ま
た
、
乙
の
貴
重
な
温
泉
を
手
で
の
個
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
二
つ

J

掬
い
、
や
や
炭
酸
味
と
鉄
泉
味
の
す
る
と
全
く
同
じ
温
泉
は
な
い
の
で
す
。
乙

W

温
泉
を
始
め
て
口
で
噛
み
し
め
た
時
は
、
の
貴
重
な
昭
和
温
泉
の
個
性
に
合
う
利
パ

湧
き
出
し
て
く
る
温
泉
に
愛
し
さ
さ
え
用
法
を
皆
で
研
究
し
合
い
な
が
ら
、
何
恥

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
乙
れ
等
の
温
時
ま
で
も
大
切
に
子
孫
に
残
し
て
載
け
吋

泉
水
は
、
一
年
や
二
年
の
期
間
で
簡
単
た
ら
と
念
じ
て
い
ま
す
。

w
 

hw 
m刈

大
月
短
期
大
学
教
授

田

中

リ又

わ

温
泉
医
学
的
研
究
に
よ
り
ま
す
と
、

一
般
的
に
温
泉
の
効
能
と
し
て
、
温
熱

効
果
に
よ
る
皮
膚
機
能
の
正
常
化
、
新

陳
代
謝
、
水
圧
効
果
に
よ
る
筋
力
、
呼

吸
機
能
の
向
上
、
浮
力
効
果
に
よ
る
リ

ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
等
へ
の
利
用
、
化

学
的
成
分
に
よ
る
特
異
的
効
果
等
が
考

え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
昭
和
温
泉
は
、

泉
質
上
、
浴
用
適
応
と
し
て
神
経
痛
、

筋
肉
痛
、
五
十
肩
、
運
動
麻
庫
、
関
節

の
乙
わ
ば
り
、
打
撲
、
く
じ
き
、
慢
性

消
化
器
病
、
痔
疾
、
冷
え
症
、
病
後
回

復
期
、
疲
労
回
復
、
健
康
増
進
と
療
養

泉
的
分
類
で
は
な
っ
て
い
ま
す
。

田
富
温
泉
の
泉
質
に
も
近
い
の
で
皮

膚
病
、
美
肌
効
果
も
あ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
飲
用
等
の
利
用
に
関
し
て
は
、

温
泉
医
等
に
相
談
し
て
利
用
す
る
と
効

果
が
上
が
る
と
思
い
ま
す
。

つよ

昭
和
温
泉
は
、
泉
温
摂
氏
四
十
四
、

四
度
の
高
温
泉
で
あ
り
ま
す
。
液
性
と

し
て
は
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
七
・
五
一

乃
至
七
・
七
七
の
弱
ア
ル
カ
リ
性
温
泉

で
す
。
ま
た
、
湧
出
量
は
、
毎
分
七
百

リ
ッ
ト
ル
の
自
噴
温
泉
で
あ
り
ま
す
。

泉
質
の
特
性
と
し
て
は
、
溶
存
物
質
総

量
が

0
・
八
二
二

g
/

明
で
一
g
以
下

で
あ
り
ま
す
の
で
、
温
泉
法
分
類
で
、

単
純
温
泉
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

炭
酸
水
素
が
五
百
附
近
く
含
ま
れ
て
お

り
、
田
富
温
泉
の
ナ
ト
リ
ュ

!
ム
・
炭

酸
水
素
塩
・
塩
化
物
泉
に
や
や
近
い
泉

質
の
温
泉
で
あ
り
ま
す
。
田
富
温
泉
に

甲
府
北
方
温
泉
の
成
分
が
や
や
、
フ
レ
ン

ド
さ
れ
、
鉄
分
・
硫
黄
分
が
田
富
温
泉

よ
り
若
干
増
加
し
て
い
ま
す
。
総
合
的

に
見
る
と
、
田
富
温
泉
よ
り
成
分
的
に
昭
和
町
総
合
会
館
の
地
下
探
所
、
八

軟

か

い

温

泉

と

い

え

ま

す

。

百

五

十

m
の
地
層
か
ら
、
数
十
年
、
数

:
;
3
4
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市主主ご 甲府老人石和町老人福 田富福祉セ 昭和総合ホーム温泉祉センター温泉 ンター温泉 会館温泉

ナ卜リユーム 73 mg 41 mg 233 mg 140. 2 mg 
F暴 カリューム 5 mg 5 mg 17 mg 13. 5 mg 
イ アンモニューム o mg o mg 2 mg O. 3 mg 
オ マグネシューム 2 mg 1 mg 36 mg 1 7. 2 mg 

ン カノレシユーム 6 mg 12 mg 29 mg 1 7. 6 mg 
を失 o mg o mg 2 mg O. 5 mg 

陰 フ ‘Y 素 o mg o mg o mg o mg 
イ
塩 素 88 mg 23 mg 151 mg 14. 3 mg 
硫 酸 28 mg 12 mg 4 mg 6. 1 mg 

オ リン酸水素 o mg o mg 2 mg O. 8 mg 
ン 炭酸水素 50 mg 93 mg 697 mg 498. 3 mg 

ガス成分 炭酸ガス 2 mg 2 mg 217 mg 7. 5 mg 
硫化水素 o mg o mg o mg o mg 

ナトリューム
泉 質 単純温泉 単純温泉 塩化物炭酸 単純温泉

水素塩温泉

占I.ll目E 度 36
0

C 35
0

C 36
0

C 44. 4
0

C 

湧 出 量 47f/分 150f/分 240f/分 700f/分
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退
職
者
医
療
制
度

退
職
者
医
療
制
度
は
、
昭
和
五
十
九

年
十
月

一
日
か
ら
発
足
し
ま
し
た
。
こ

の
制
度
は
、
会
社
や
役
所
等
を
定
年
退

職
し
た
人
達
の
中
で
、
次
の
要
件
に
該

当
す
る
人
は
退
職
者
医
療
制
度
に
よ
っ

て
給
付
を
受
け
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

資
格
は
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
す
。

こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
人

-
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
厚
生
年
金

保
険
、
各
種
共
済
組
合
等
か
ら
老
齢

年
金
ま
た
は
退
職
年
金
を
受
け
て
い

る
人
。

*
 

-
四
十
歳
に
達
し
た
月
以
後
の
公
的
年

金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間

が
十
年
以
上
あ
っ
て
現
在
、
通
算
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
。

*
 

-
障
害
年
金
受
給
者
も
適
用
を
受
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
0

・米・

・
退
職
被
保
険
者
(
本
人
)
と
同
一
世

帯
に
属
す
る
配
偶
者
ま
た
は
三
親
等

内
の
親
族
で
、
年
間
収
入

一
O
O万

円
未
満
の
方
が
該
当
し
ま
す
。

*
 

-
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
な
い
人
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米山絵理ちゃん

(築地新居)

S 61. 10. 1生

h

p

(

父

)

米

山

隆

(

母

〉

郁

子

ζ

ん
に
ち
は
、
絵
理
で
す
。
帽
子
似
合
う
か
な
/
チ
ャ

ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
、

笑
う
と
な
く
な
る
目
で
す
。
福
井
県
生

ま
れ
の
甲
州
育
ち
の
私
、
昭
和
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
ね
。

-つよし報広

暢.

薬袋義人くん

(河西)

S 60. 10. 10生

河田さゆりちゃん

(築地新居)

S 61. 9. 6生

惨
(
父
)
河

田

正

(

母

)

邦

子

誰
が
見
て
も
、
お
父
さ
ん
似
の
私
。
体
格
ま
で
似
て
、
と
っ

て
も
八
か
月
と
は
思
え
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
早
く
ハ

イ
ハ
イ
し
て
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
な
く
ち
ゃ
ね
か

-

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
、

六
月
は
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
月
で
す
。

一
乙
れ
は
、

受
給
者
の
方
が
前
年
の
所
得
、
養
育
の
状

一
況
な
ど
の
必
要
事
項
を
、
役
場
住
民
課
に
提
出
し
て
い

」
一
た
だ
く
手
続
き
で
す
。

二
市
匝
一
こ
の
届
出
ば
、
引
き
続
き
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
る

I
L
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切
な
も
の
と
な
り
ま
す
D

噛
叫

U
一
受
給
の
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
一
日
か
ら
三
十
日

''u一
ま
で
の
聞
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
、
手
続
き
を
済
ま

副
聞
の
一
せ
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
六
月
分
か
ら
の
手
当
は
受
け

『
ら
れ
な
く
な
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

な
お
、
現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
の
更
新
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
該

当
者
は
必
ず
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

日

時

六

月

十
七
日
射
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十

一

時
三
十
分
と
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で

場
所
中
央
公
民
館
講
堂

持
参
す
る
も
の
印
鑑
、
各
種
保
険
証
・
年
金
手
帳

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

電
話
間

2
1
1
1
(内
線
お

-
M
)

-
v

・v

「
現
況
届
」
の
用
紙
は
、
受
給
者
に
送
付
致
し
ま
す
。

六
月
中
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く
。
な
お
、

今
年
一
月
一

日
以
後

K
昭
和
町

K
転
入
さ
れ
た
人
は
、
「
現
況
届
」

の
他
に
、
以
前
に
住
ん
で
い
た
市
区
町
村
の
「
六
十
一

年
中
の
所
得
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
実

皆
さ
ま
の
尊
い
人
生
経
験
を
社
会
教
育
の
場
で
、
子
ど
も

た
ち
ゃ
青
年
や
、
大
人
の
学
級
、
講
座
な
ど
で
話
を
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
そ
の
ほ
か
、
何
か
を
作
っ
た
り
、
書
い

た
り
、
見
せ
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

※
問
い
合
せ
先
教
育
委
員
会
、
社
会
教
育
担
当
ま
で

電
話
七
五

l
三
七
三
七

二
度
の
国
体
に
参
加
で
き

た
事
で
す
。
一

度
目
は
選

づ

手

と

し

て

昭

和

三
六
年
秋

仇
一
。
拡
田
の
国
体
に
。

二
度
目
は

え

た

(

昨

年

の

か

い

じ

国

体

に

指

教

れ

ん

の

さ

さ

導

者

と

し

て

。

ど

ち

ら

も

々

用

男

諸
活
征
素
晴
ら
し
い
感
激
で
し
た
。

だ

、

昭

和

五

二

年

、

山

梨

に

ん

れ

本

学

さ

藤

帰

っ

て

き

て

翌

年

十

一

月

で

か

恩

師

一

瀬

・

竹

中

両

先

生

一
生
区

力

に

こ

か

ら

「

子

供

に

サ

ッ

カ

ー

ッ
会
条
を
教
え
て
く
れ
」
と
誘
わ

サ

社

西

企

れ

、

今

迄

の

恩

返

し

に

と

昭
和
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

指
導
を
さ
せ
て
頂
き
、
今
年
で
十
年
に

な
り
ま
す
。
子
供
達
の
す
ば
ら
し
い
成

長
に
ふ
れ
、
又
多
く
の
仲
間
を
知
り
、

友
情
の
大
切
さ
と
感
動
を
共
に
し
て
き

土品

1
u
ゃ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
体
の
続
く
限
り
グ
ラ
ン

ド
へ
出
て
、
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
子
供
達
と
一
緒
に
、
一
つ
の
目
標

に
向
か
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す。

鯵
は
つ
。
ひ
い
た
い
む
⑬

す
渉
内
初

1
金

問

仰

背
が
高
く
な
り
た
い
と
始
め
た
サ
ッ

カ
ー
。
私
の
人
生
の
中
で
ζ

ん
な
に
大

き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
を
占
め
る
と
は
想
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
初
め
て
ボ
l

ル
を
蹴

っ
た
の
は
十
二
才
(
中
一
)
の
時
で
、

そ
れ
か
ら
三
二
年
|
|
。

最
初
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
は
現

教
育
長
の
竹
中
先
生
で
し
た
。
非
常
に

恐
い
監
督
で
し
た
。
思
い
出
の

一
つ
は

…-csu叫の
::J

二
土
ニ
ヱ
(
(
(
必
こ
「
一
三
二

::μ
伝
川
ヲ
淳
司
…

口
約
束
も
立
派
な
契
約

契
約
は
、
原
則
と
し
て
当
事
者
間
の

合
意
で
成
立
す
る
も
の
で
す
。
ど
ち
ら

か

一
方
が
約
束
を
守
ら
な
い
と
き
は
損

害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

契
約
は
法
律
土
の
約
束
ご
と
で
す
か

-

ら
お
互
い
の
権
利
、
義
務
を
決
め
、
法

律
上
の
拘
束
を
受
け
ま
す
。
ま
た
事
前

に
契
約
の
成
立
に
つ
い
て
特
別
な
方
式

を
定
め
て
い
な
い
限
り
、
単
な
る
口
約

束
で
も
契
約
と
し
て
成
立
し
ま
す
。
し

た
が
っ
て
口
約
束
で
も
「
契
約
」
は
契

約
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

h

F

(

父
)
薬

袋

義

久

(

母

)

光

江

マ
イ
ク
を
持
て
ば
、
手
拍
子
で
歌
い
出
し
、
コ
ッ
プ
を
持

て
ば
「
カ
ン
パ

l
ィ
」
と
一
気
飲
み
。
自
由
に
の
び
の
び
育

っ
て
欲
し
い
わ
が
家
の
わ
ん
ぱ
く
坊
主
で
す
。



ヲ肘

心
臓
手
術
の
現
状

ま給お術は様ら術まいな るせ安 ζ に方殊てのの要止ざか心功
たすよも生々手をす病るさよて全とす法な現発装なめまら肺し世
はるび可後な術し。気心てう心ににるや薬在展置のてし 三装て界
閉冠心能ー病はな(-)に臓手に臓心よ方心液でがのが確い O置かで
塞状筋とカ気しい先は病術な手臓り法臓をはあ進人実進年をら心
す動梗な月がなと天次のがり術を三をを注心つ歩工な歩余用六臓
る脈塞り以あく手性のう必まが停時用氷入臓たの心手をりい O病
病と・・ま内りて遅心よち要し出止間いづすにとお肺術しでた年に
気い心しのまもれ臓う多とた来さはるける特言か装をます手余対
でう臓た赤す良 lζ 病な一一一二一一… 一一一えげ置行 しが術りす
、血 i乙 。ちがいな・・も-陰萎謬霧撃選通冨謬謬司目埋まででうた乙が 、る 山
血管血に)ゃ 、もる早の関被覆私選議警警護謬E・圃・勝機還議 す心あた D の成ま手 醤梨
液が液狭ん現の場期が 幾滋謬森遺議機緩瀦製爆毅麹厩畿謬暴露 O 臓りめ心間功た術雪医
が狭を心の在ま合にあ 緩総数返還機繍饗閥解間購そ手 、lζ 臓にし人が一科
途窄供症手ででか手り 騒鴎議機騒騒盤戸 羽 し術乙必を目て工成金大

村学

助
での乙は手の る死週・・ 濯機謬濁防 i 会 1 の弁りがががいつ絶.-手
安ーと育術事実乙す 題・際議翠嚢議議鯵 I 四 、まあ進消まてし橋

主E2医長Jt壁ふ亀鶴窓I!P二 daL-zド訂ド比一
企す払く療し配術必合 乳児健康診査より 弁脈巳)合るな薬つに太
画。い、)てとを要も が弁弁な乙い物た心作、
も乙のは思受とあ状弁切手ら心をで起のあ、膜どと狭治場臓
せの給更いけさりがので術な筋良す乙弁り 三症にに 心療合の{
ず場付生まるれ早な病すをいのく o しがま尖・・手よ症をを筋民
に合が医すのま期い気 。すう 障す手て狭す弁心術りや行心肉
済医受療がにすにうで特るち害る術し窓が、臓が生、つ筋の
み療け(、は。手ちはに乙 lζ がた後まや 肺 iζ 必命心て梗一一
ま機ら児心医 術 lζ 自大と早強めのう逆そ動は要の筋も塞部
す関れ童臓療 を突覚動がめくに予病流れ脈僧と危梗症とが
のへるでの費 す然症脈大になは後気をら弁帽な険塞状言腐
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財
団
法
人

里
仁
会

⑧
⑫
⑤
⑨
 

役
場
で
は
、
行
政
需
要
の
増
加
へ
の

対
応
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
、
職
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

V
職
種
と
募
集
人
員

川
臨
時
事
務
職
員

三
名

山

嘱

託

用

務

員

一

名

問

嘱

託

業

務

員

四

名

¥
滞
納
整

理

業

務

二

名

/

/
土
木
・
衛
生
業
務
二
名
¥

V
応
募
資
格
(
町
内
在
住
者
を
優
先
採
用
)

山
臨
時
事
務
職
員

。
高
校
卒
以
上
、
二
十
六
歳
未
満

(
昭
和
幻
年

4
月

1
日
以
前
出
生
者
)

山
嘱
託
用
務
員
と
業
務
員

。
学
歴
年
令
不
問
(
た
だ
し
六
十

五
才
未
満
を
優
先
)

。
大
型
や
普
通
自
動
車
免
許
取
得
者

V
応
募
締
切
り

。
昭
和
六
十
二
年
六
月
三
十
日

た
だ
し
、
募
集
人
員
に
達
し
た
場

合
は
随
時
締
切
る
乙
と
も
あ
る
o

v応
募
先

。
役
場
総
務
課
ま
で
履
歴
書
を
添
え
て

直
接
申
し
込
む
乙
と
。

総
合
会
館
の
温
泉
利
用
時
間
が
夏
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

合
同
五
月
六
日

1
八
月
三
十
一
日

女
毎
週
月
曜
日

1
土
曜
日

(
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
)

な
お
、
五
月
よ
り
夜
間
の
入
浴
日
が
、

水
曜
日
と
土
曜
日
に
増
え
ま
し
た

合
同
午
後
五
時
か
ら
八
時
ま
で

(
注
)
夜
間
は
、
回
数
券
で
の
利
用
と

な
り
ま
す
の
で
(
お
金
は
取
り
扱
い
ま

せ
ん
)
あ
ら
か
じ
め
購
入
し
て
く
だ
さ
い
口

。
お

問

合

せ

厚

生

福

祉

課

震
七
五
|
一
一
一
一
一
(
内
一

0
・
五
四
)

教
育
委
員
会
で
は
、
「
み
ん
な
の
広

場
、
さ
そ
い
合
っ
て
集
ま
ろ
う
」
を
テ

ー
マ
に
公
民
館
デ

i
を
開
催
し
ま
す
。

開

催

日

六

月

二

十

一

日

(
日
)

場

所

中

央

公

民

館

各

室

内
容
・
時
間
①
幼
児
の
し
つ
け
②
少
年

の
う
ぐ
い
す
笛
ぐ
つ
く
り
③

地
域
と
青
年
(
刷

9

・m
i

l
・
初
)
④
高
齢
者
の
健

康
ずつ
く
り

(
m
l
・
∞

1

3
・
∞
)
⑤
家
庭
教
育
(
放

送
利
用
)
⑥
ダ
ン
ス
教
室

(附

7

・
ω
1
9
・m山
)

O
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
ま
で

ふ
⑨
心
同
⑦
仏
四
ウ
合
叫
V

六
月
一
日

i
七
日

甲
府
市
水
道
局
で
は
、
常
に
清
浄
で
、

お
い
し
い
水
を
安
定
し
て
供
給
で
き
る

よ
う
に
諸
施
設
の
整
備
、
水
道
事
業
経

営
の
健
全
化
に
努
め
皆
さ
ま
の
お
役
に

。o 0 0 ><問、 1 ‘-' ーー|古 女 P 立
昭願「さ特不て込患と |く対 ・3所在地略図| 水 瀬水 R なつ
和い聞い徴審く 轟 轟ミ ilハ長 . I六道六浄道活およ
警致き 。等者 だ ず 宮ミ甲 |f1LAmz|月局月水教動、う
察し込 を、さゐ捜 3府|ふ 72E潟f甲府2J ス七場室を水 lζ
官まみ メ不ぃ匂香川 1i l，f.!I烈私水制面ポ日のの行道と且 S 水 I~ II~ 刊さ:ぶ/ 1
駐す捜 モ審 OF F i道|対1'11 v浪記|閃)I '"見聞い週努
在。査 し車 忌隆= |悶Ir置 かT!>くいポイ iツ日学催ま間力
所 」 、両 手婚らは lfN4民主診、七施す中し
高 5毒自漏出)I ~~.IL~~l- 判(日)品市 Dz: 
2 協 しつ - 7;ii3 | 狗・同 Iv(~' の料人
O 力 てけ O Z:3|永|ノEi |門聞を ム よす
5 を くた番をい lmsE5 1i放対
5 お だら し! ~ 1 IV州知町役場 l き 平 な
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問問保健衛生だより問問的録

該当児

6月10副午後 1時00分~
常永地区)

盟」午後 1時30分~
什『でJI 西条地区)6月11町
11 l-ll午後2時O防j-----
射 押原地区 j

持ち物 母子手帳・筆記用具

合

館

総

会

れ
れ
一
れ
れ

土
品
土
品
一
土
品
土
品

生
生
一
生
生

月
月

一
月
月

5

8
一
日
2

年

一

年

年

1
i

ノ

一

1
1
η
，
o

p

h

U

J

』

戸

h
u
p
n
u

円

け

円

u
n
u

正
小
l

d

T

末
午
イ
古

T

昭

昭

昭

日 時 6月13日仕フ・ 27日仕う
午前9時-11時30分

場 所 総合会館
※母子手帳交付希望者は印鑑を持参して くださし、。

妊娠証明書は必要ありませんO
※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、
栄養指導などを行い倖康についての相談にお答えしていま
すの・でお気軽にお出かけ下さい。

実施日 6月 17日 (7J<)
受付時間 午後1時-2時
場 所 総合会館

該当児 昭和59年3月1日~昭和59年5月31日までの
出生児、及び前回未受診児。

持ち物 母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについ
ての質問票

※尿検査がありますのでご承知おきくださし、。

実施日 6月30日0J<)
受付時間 午後 l時-2時
場 所 総合会館

該当児 昭和57年1月1日~昭和57年4月30日までの
出生児、及び前回未受診児。

持ち物 母子手帳・ 5歳児健診質問票
※尿検査がありますのでご承知おきください。

日 時 6月26日「妥当午後 l時-2時
場 所総合会館

該当児 *I期一-昭和59年9月1日~昭和60年2月28日
までの出生児o

*n期・・・ l期3回を完了して 1年から 1年6か月以
内の者。

*昭和58年3月1日~昭和59年8月31日までの出
生児で未接種者。

持ち物母子手帳・問診票
《注意事項》

O体温がはかつてないと接種できませんので、必ず体温ははか
つてくださし、。

O問診票の記入もれ等がないようにしてくださし、。
O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださし、。

《つぎのような人は接種できません》
1. 発熱しているもの、または著しい栄養障害者。
2. 心臓血管系疾患、腎議、肝臓疾患にかかっている者。
3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後1か月以内の者。
4. 日本脳炎予防接種後2週間以内の者。
5. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者O

場所 実施日 |受付時間 場所該当児

初回接種 1 6月s日
(l回目)1 開)
初回接種 1 6月 15日

(2回目)1 伺)
l年後の|上記のいづ

追加接種 |れかの日

持ち物 母子手帳・問診票
※予備接種目…上記の実施日に接種を済ますことができなかっ

た者について予備日として 6月23日θο 午後
l時-1時30分まで接種を実施します。

※日本脳炎予防接種は任意の予防接種ですので、接種は保護者

の希望により行います。また、上記該当児以外の者であって
も3歳以上の幼児であれば接種できますので希望者は役場厚
生福祉課へ問診票を取りにきてください。

《注意事項》
O体温は必ずはかってください。
O 問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてくださし、o
O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださし、。

《つぎのような人は接種できません》
1. 発熱している人、または著しい栄養障害者。
2. はしか・ BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後・1か月以内の人。
3. 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。
4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人O
5. 心臓血管系疾患、腎臓、 肝臓疾患にかかっている人。
6 上記に揚げる者のほか、予防接種を行うことが不適当な状
態にある者。

昭和 58年6月1日

午後 1時 1-師口59年5月311総合
-2時 |日までの仕性児。

昨年、初回接種を

会館

2回済ませている者

¥¥¥  第 回 第 2 回

実施日 6月2日(火) 6月 9日(刈

時間 午前 9 :00--

場所 総合会館

対象者 妊娠5ヶ月以降の妊婦

持ち物 母子手帳・体操のできるH践・テキスト代300円 l

日 時 6月26日@午前 10時20分-10時25分
場 所 総合会館

※収集車がくるまでは飼し、主もいっしょにいてくださし、。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっかり
封をしてくださし、。

愛犬家のみ砲さまヘ

放し飼いをしないで

くださL、。

必ず愛犬はつないで

おき、他人lζ迷惑をか

けないように管理しま

しょう。

企犬の登録と狂犬病予防注射より



わ

‘
 
... F』
，

数

か

月

前

、

学

r
E
E
Eヒ
習

教

材

の

セ

l
ル

da司
ス

マ

ン

を

し

て

い

る
友
人
に
「
絶
対
に
迷
惑
は
か
け
な
い

か
ら
名
前
だ
け
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
頼

ま
れ
、
名
義
を
貸
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
先
日
、
信
販
会
社
か
ら

代
金
を
支
払
う
よ
う
に
と
催
促
が
き
ま

し
た
。
連
絡
し
よ
う
に
も
、
友
人
は
行

方
不
明
で
困
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

k
邑

且

.

他

人

に

名

義

を

・
・
・
可
」

貸
す
、
い
わ
ゆ
る

j
A

，
名
義
貸
し
u

に

か
か
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
、
最
近
た
い
へ

ん
増
え
て
い
ま
す
。

乙
れ
は
、
信
販
会
社
が
名
義
人
花
代

わ
っ
て
商
品
代
金
を
立
替
払
い
す
る
個

品
割
賦
購
入
あ
っ
せ
ん
契
約
(
立
替
払

い
契
約
)
を
悪
用
し
た
も
の
で
す
。
乙

の
場
合
、
信
販
会
社
か
ら
の
代
金
支
払

請
求
が
名
義
を
貸
し
た
人
K
対
し
て
行

わ
れ
る
乙
と
に
な
る
の
で
す
。

名
義
貸
し
の
ト
ラ
ブ
ル
で
多
い
の
は
、

ご
相
談
の
よ
う
に
、
知
人
や
友
人
に
頼

ま
れ
て
断
り
き
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う

も
の
で
す
。

主
人
に
内
緒
で
毛
皮
の

コ
l
ト
を
買

い
た
い
の
で
名
前
を
貸
し
て
と
親
友
に

頼
ま
れ
、
心
よ
く
応
じ
た
と
ζ

ろ
、
そ

の
友
人
の
支
払
い
が
と
ど
ζ

お
り
、
ク

レ
ジ

y
ト
会
社
か
ら
名
義
を
貸
し
た
人

-つよし報広( 9 )昭和 62年 6月1日発行

急
増

一
方
、
資
金
ぐ
り
に
困
っ
た
販
売
庖

な
ど
が
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
使
っ
て
会

社
ぐ
る
み
で
知
人
の
客
な
ど
か
ら
い
く

つ
も
の
名
義
を
借
り
、
支
払
い
不
能
忙

な
っ
た
時
点
で
会
社
は
倒
産
、
責
任
者

は
逃
亡
、
支
払
い
請
求
は
名
義
を
貸
し

た
人
へ
と
い
う
、
意
図
的
で
悪
質
な
ケ

ー
ス
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
う
し
た
場
合
で
も
、
名
義
人
が
信

販
会
社
か
ら
の
契
約
意
思
の
確
認
(
主

と
し
て
電
話
確
認
)
に
対
し
て
販
売
屈

と
口
裏
を
合
わ
せ
て
い
た
場
合
な
ど
、

名
義
貸
し
の
事
実
を
知
っ
て
い
た
と
見

な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
名
義
人
は
代
金

の
支
払
い
請
求
K
対
し
て
拒
否
す
る
ζ

と
が
で
き
な
い
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

避
け

な
W

貨
し

名
義
貸
し
は
、
欧
米
に
は
な
い
日
本

特
有
の
も
の
と
い
わ
れ
、
義
理
人
情
を

重
ん
じ
る
日
本
人
の
国
民
性
の
表
れ
で

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

い
っ
た
ん
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
と
、

名
義
を
貸
し
た
人
は
金
銭
的
に
大
き
な

被
害
K
遭
う
乙
と
が
あ
り
ま
す
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
お
互
い
の
人
間
関
係

が
崩
れ
て
精
神
的
に
も
痛
手
を
受
け
る

ζ

と
に
な
り
ま
す
。

名
義
貸
し
lζ 

安
易
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応
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て
~j7.ロ
何t

傷
:'D'ヱ... "l五耳五~‘==ヨ司=:;1:ヱX2'T'51"7"9"A1-:r?':l:ユ五~

代金の請求を

拒否できない場合も

E霊墨画
を
負
う
危
険
性
を
考
え
れ
ば
、
一
時
的

に
は
気
ま
ず
い
思
い
は
し
て
も
、
や
は

り
最
初
に
は
っ
き
り
断
る
乙
と
が
大
切

で
す
。ま
た
、
い
く
ら
親
し
い
間
柄
で
あ

っ

て
も
、
印
鑑
な
ど
を
預
け
る
乙
と
は
絶
h

対
に
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
向

車
マ
あ
な
た
の
力

l
ド
に
は
保
険
が
つ
い
四

て
い
ま
す
か
。
保
険
に
は
必
ず
加
入
を
ノ
回

一

死

亡

し

た

人

の

一

四

一

確

定

申

告

一

回

一

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
一
応

-
い
人
が
、
申
告
す
る
前
に
死
亡
し
た
一
回

一
場
合
、
そ
の
相
続
人
が
代
わ
っ
て
申

-d告
す
る
確
定
申
告
を
一
般
に
準
確
定

盛
申
告
と
い
い
ま
す
。

こ
そ
の
申
告
期
限
は
、
相
続
人
が
死

十
亡
の
事
実
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

一

4
カ
月
を
経
過
し
た
日
の
前
日
ま
で

ナ
に
、
死
亡
し
た
人
の
所
轄
税
務
署
に

ム
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

3
せ
ん
。

引
川
例
え
ば
、
臼
年
2
月
叩
自
に
死
亡

γ十
一
し
た
場
合
、
引
年
分
と
臼
年
分
の
所

一
ば
得
税
に
つ
い
て
は
6
月
叩
日
ま
で
ば

動
レ
確
定
申
告
を
す
る
と
と
に
な
り
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
お
忘
れ
な
く
。

予
}
イ
つ
一
ほ
イ
ユ
川
一
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(
敬
称
略
)

友
と
会
・
4
1

摩
守
守
着
た
い
、
衣
業
退
る

相
原
あ
き
子

人
迭
の
裏
側
に
居
る
仕
机
何
人

磯
部

玉
枝

円
高
に
振
り
加
え
さ
れ
た
職
退
ぴ

森

田

狂

花

送
来
機
の
う
な
り
今
年
の
出
未
を
見
る

小

沢

春

男

進
ば
れ
た
孫
に
期
待
の
輸
を
ひ
ろ
げ

高

野

夏

子

親
と
子
の
意
見
が
達
ふ
進
挙
戦

矢
崎

.t=-
も

星

進
挙
戦
売
上
税
で
危
機
に
、
立
ち

山
本
み
よ
子

当
送
へ
闘
志
燃
し
て
春
を
行
く

堀
内
美
代
子

送
ば
れ
し
児
よ
り
も
親
の
晴
や
か
さ

三

神

衛
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進
抜
の
球
児
が
入
る
甲
子
園

小

沢

花

枝

幾
久
し
進
ん

だ

え
長帝
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d 白川拠開
JUNE =水無月(みなづき)

町の鳥=ひばり

町の花=れんげ
土砂災害防止月間 町の木=乙女椿(6 月 1 日 ~30 日)

気電人水男権道女象波擁週雇記の(念用間~護目機3委、日(写0~会日真7の均)白日等白日) 

(月 j IC火)

16 
先負 赤口

(火) 安産教室(総合会館) (水)
行入心3歳政浴配相児サど健談とビ相康(ス談診中査央(総(公合(総民会合館館会FryFM 館M) ll~~ ) J 2 仏滅

17 
先勝

3 
(水) 行政相談(中央公民館PM1-)

18 
海外移住の日 (木)

大安
心配ごと相談(総合会館PM1

友引

4 
歯の衛生週間 (木)

19 
(金)

(-10日)
赤口 先負

5 
世界環境デー (金)

20 環境週間(~ 11日1 ι m

6 
f 種

赤口

8 I ;月)
日本脳炎予防接種(総合会

23 
オリンピックデー (火)1日本脳炎予防接種予備日

仏滅
館) 沖縄慰霊の日 先勝 (総合会館)

9 
(火) 安産教室(総合会館)

24 
(水)

大安 友引

10 
時の記念日 (水) 乳児健康診査(総合会館)

25 (木)

赤口
入浴サービス(総合会館PM1-)

先負心配ごと相談(総合会館PM

11 
入梅 乳児健康診査(総合会館)

26 
(金) 3種混合予防接種(総合会館)

先勝 赤口
不用犬猫収集日(総合会館)

12 (金)
27 

(土) 母子手帳交付及び一般健康相

友引 先勝 談リハ日ビ(総リ教合会室館(総)合会館)

( --l--¥ 舟平手帳ホイ寸高n'ー僻健庸

13 

大はらい 5歳児健康診査(総合会館)
国民健康保険税6月分納期限

1日、 4日、 8日|毎月

11日、 15日、 18日 17日

24日

※ 乙れから暑くなるにしたがって

悪臭等も発生しやすくなりますの

で特K台所などの生ゴミは十分に

水切りをしてから出すよう心がけ

てください。

※ ゴミは必ず町指定の紙袋または

荷札を使って出す乙とになってい

ますが、まだビニーノレ袋や指定以

外の紙袋などで出されているもの

が多くみられます。ルールを守っ

て清潔で住みよい町づくりにど協

力ください。

日
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10日
第2水曜日;

第3水曜日
22日、 25日、 29日


